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研究成果の概要（和文）：これまで未解明であった「冷え」は主観的症状であることに着目し、パンデミックと
ともに普及した体温計情報などを対面でなくとも可能である全国横断web調査を実施した(n=1000)。こうして得
た情報を、重回帰分析などの手法を用いて統計学的手法により解析した。その結果、「冷え」には環境温度は関
係しないこと、「冷え」は「からだ」の問題ではなく「こころ」の影響が大きいなど、これまでにない「冷え」
の特性を解明した。

研究成果の概要（英文）：Many Japanese women experience subjective hie (chilly sensation [CS]); 
however, the cause remains unclear.This study included 1000 women (20-59 years) selected through 
stratified random sampling from a Japanese survey company’s computerized database. Body temperature
 (BT) was measured at four locations. Chi-square test, multivariate logistic regression, and 
Student’s t-test were used. There were 476 women without CS and 524 with CS. Further analysis 
showed that low muscle volume, inappropriate analgesic use, and mental stress possibly contributed 
to CS. CS prevention may prevent more severe conditions, including LBP. Mental health should be a 
focal point in future studies as CS may be related to the classical concept and general adaptation 
syndrome induced by stress.

研究分野：統合医療

キーワード： 「冷え」　体温　未病　ストレス　「こころ」と「からだ」

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
「冷え」は日本女性に特有の症状であることを明らかにした。これまで「冷え」に関する海外論文が少なかった
理由は、研究規模やレベルの問題も存在したが、研究課程において海外では気温の低い地域でも「冷え」の概念
そのものが存在しないことを明らかになった。
　「冷え」は日本特有の問題であるが、日本女性を取り巻く環境にストレス、そして安易な消炎鎮痛剤の濫用が
「冷え」を誘発する可能性がある。出産適齢期の女性に多くみられる「冷え」の研究が、少子化に悩む我が国の
問題解決の一助となる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 「冷え」という名の疾病は存在しないが、生活の質を低下させる。厚生労働省(平成 28年
国民生活基礎調査)では「冷え」の有訴者率は増加傾向にあり、80歳代では男性 65.9・女性 90.8
である（人口千対）。 
 
(2) 「冷え」は腰痛など慢性疼痛を伴うことも多く、東洋医療では「冷え」を「未病」（病気で
ないが完全な健康ではない）と考える。しかし、東洋医療は、経験知や主観に基づいた検査を行
うため「冷え」の症例報告は多いが、統計解析を行い客観的な数値を示した研究は少ない。 
 
(3) また「冷え」症状を呈しても西洋医療の検査値は正常値圏内であることが多く東洋医療の
「冷え」の情報を西洋医療と共有することは困難である。さらに増加傾向にある「冷え」の背景
には約半数の国民が持つ悩みやストレスなど複数の因子の存在が予想され発症機序の解明をよ
り複雑にしている。 
 
２．研究の目的 
「冷え」という病気はないものの「冷え」の症状に悩む人は多い。「冷え」は腰痛など疾病の入
り口となる可能性がある。「冷え」の解消には、統合医療的観点に立脚し、その原因や特徴の多
角的探究が必要である。 
 
３．研究の方法 
(1) 古来、一年で一番気候が冷えるという「大寒」の夜、20-60 歳の女性を対象に全国横断地
域性別年齢層化無作為抽出法による web 調査を行い（n=1000)「冷え」(－)(n=476)vs(+) (n=524)
に二分して、以下、SPSS による解析を行った。 
① 「冷え」の関連因子を抽出(Chi squared test、Multivariate logistic regression) 
② 腋窩、額、手、足の体温との関連 (Student‘s t test) 
 
４．研究成果 
(1)解析結果の表を示す。（表１、表２） 
 
表 1. Multivariate logistic regression analysis 
  

Coeff SE P  OR 95% CI 
  Lower Upper  

年齢(years)      
  20–29 - - - 1.000    
  30–39 0.663  0.236  0.005**  1.940  1.222  3.078  
  40–49 0.482  0.216  0.025**  1.619  1.061  2.471  
  50–59 0.378  0.207  0.067**  1.460  0.974  2.189  
BMI       
  <18.5 - - - 1.000    
  18.5–24.9 0.780  0.292  0.008**  2.182  1.230  3.871  
  ≥25.0 0.328  0.250  0.18900  1.388  0.851  2.265  
厚着      
  As usual - - - 1.000    
  Warmer -0.585  0.155  0.000**  0.557  0.411  0.755  
エアコン      
  Dislike - - - 1.000    
  N/A 0.426  0.206  0.039**  1.531  1.022  2.295  
  Essential -0.030  0.191  0.87300  0.970  0.668  1.409  
消炎鎮痛剤頻度     
  (2/w) - - - 1.000    
  (1/w) 1.471  0.492  0.003**  4.352  1.659  11.421  
  (3/m) -0.425  0.317  0.18100  0.654  0.351  1.219  
  Occasionally -0.083  0.251  0.74200  0.921  0.563  1.505  
  No 0.195  0.184  0.29000  1.215  0.847  1.745  
腰痛      
  No - - - 1.000    
  <3 M 0.617  0.278  0.026**  1.853  1.075  3.192  



  ≥3 M 0.280  0.253  0.26800  1.323  0.806  2.172  
上手くいかない       
  Yes - - - 1.000    
  N/A  -1.809  0.201  0.000**  0.164  0.111  0.243  
  No 0.905  0.176  0.000**  2.473  1.751  3.491  
Constant -0.732  0.395  0.06400  0.481      

Notes: *P<0.05; **P<0.01. 
CI, confidence interval; BMI, body mass index; OR, odds ratio; CS, chilly sensation 
 
 
①  年齢、BMI、冬服、冷房、消炎鎮痛剤、腰痛、「上手くいかない」の 7因子を抽出した。 
 

表２ 「冷え」(−)「冷え」(+) 間の 2群比較 

Student’s t-test was used to determine whether low temperature affects CS. 
Notes: *P<0.05; **P<0.01, BMI: Body Mass Index 
 
② 4 点最低体温(足)が有意に低く、その結果、額(深部)と足(末梢)の体温差が有意に大きい 
(3.9±0.6 vs 4.0±0.6, p=0.015)。 
 
(2) 「冷え(+)」は心理面において negative な
感情を持っている。Negative な感情は一種のス
トレスを招き、その結果、アドレナリン作動性
のα受容体を刺激して血流低下を引き起こすこ
とで、足(or 末梢)が低体温に陥る。未病ともい
う「冷え」を予防することで他の疾病も予防で
きる可能性がある。（図１） 
 
(3) 「冷え」は日本女性に特有の症状であるこ
とを明らかにした。これまで「冷え」に関する
海外論文が少なかった理由は、研究規模やレベ
ルの問題も存在したが、研究課程において海外
では気温の低い地域でも「冷え」の概念そのも
のが存在しないことを明らかになった。 
 
(4) 「冷え」は日本特有の問題であるが、日本女性を取り巻く環境にストレス、そして安易な
消炎鎮痛剤の濫用が「冷え」を誘発する可能性がある。出産適齢期の女性に多くみられる「冷え」
の研究が、少子化に悩む我が国の問題解決の一助となる可能性がある。 
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図１ 「冷え」発生と発展メカニズムのイメージ 
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